
（発言内容）
私は、「新しい障害者雇用」の形をテーマに、共生社会実現のための提案
を考えました。
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（発言内容）
あなたは今幸せですか。あなたの隣の人は幸せですか。また、大野市全体
で見るとどうでしょうか。
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（発言内容）
この幸せを誰もが感じるためには、共生社会の実現がカギになるでしょう。
この共生社会の実現によって、大野市のまちづくり目標である、健康で自
分らしく暮らせるまちづくり、みんながつながり地域が生き生きと輝くま
ちが達成できます。では、どうすればこの共生社会を実現できるのでしょ
うか。みんなで生き生きと輝くまちのためには色々の視点がありますが、
私は職業を通じた障がい者の社会参加だと考えました。
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（発言内容）
そこで、まず日本の障害者雇用の現状について調べました。厚生労働省に
よると障害者雇用数は年々増加傾向にあります。
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（発言内容）
ですが、1976年の法律の改正により、障害者雇用は努力義務から法的義
務に変わりました。これにより未達成会社は国への納付金が必要になりま
した。一方で障害者雇用が数を増やすだけのものになりつつあると懸念さ
れています。
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（発言内容）
次に、大野市の障害者手帳所有者数の数です。
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（発言内容）
こちらは、その内訳です。二つの表から分かるように大野市にも一定数の
障害者がいることが分かります。私は手話に興味があったことと、ドラマ
の「サイエンス」で手話が世間的に話題になっていることを踏まえて、聴
覚障がい者に目を付けました。
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（発言内容）
これは厚生労働省による、聴覚障がい者の中での手話普及率です。古いも
のになりますが、聴覚障がい者３５万人のうち、手話ができる人は17.1％
と半数にも満たないことが分かりました。
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（発言内容）
これは日本国内で見た手話普及率です。0.1％にも満たない状況であり、
まだまだ手話がマイナーなものだと分かります。
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（発言内容）
皆さんは大野市手話言語条例を知っていますか。
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（発言内容）
この条例は、市⺠の手話への理解及び普及の促進を図るとともに手話の使
いやすい環境を構築する目的で作られました。ですが、私自身、これを身
近に感じたことはありません。また、手話が大野でまだまだ知られていな
いということも分かりました。
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（発言内容）
障害を持った人にとって働きやすい環境とはどんなものなのでしょうか。
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（発言内容）
これは、厚生労働省による、身体障害者が会社に改善してもらいたいと
思っていることを示した図です。「安心して働ける環境」「コミュニケー
ションの取りやすさ」を求めていることが分かりました。
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（発言内容）
こちらは、就労移行事務所による、雇用対応の問題点です。「障がいに対
する正確な理解の不足」「社内容認が困難で不安感がある」「障害者雇用
の就業システムが確立されていない」などが挙げられています。
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（発言内容）
「障がい理解」「コミュニケーションの取り方」がされた、誰にとっても
働きやすい職場づくりが重要になることが分かりました。
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（発言内容）
そこで、１年生の時に探究した空き家を関連付けて「手話を共通言語にし
たカフェ」を提案します。このカフェはろう者のコミュニケーション方法
の一つである筆談を使用します。
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（発言内容）
ろう者と聴者の間にはどうしても言葉の壁ができてしまいます。そこで、
カフェという誰にでも開かれた場を通してコミュニケーションを取ること
で、この壁を少しでも薄くする第一歩になります。
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（発言内容）
このカフェを開くことによるメリットは三つあります。一つ目は、「ろう
者の働く場所の提供」です。
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（発言内容）
二つ目は、「ボランティア活動の場の提供」です。
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（発言内容）
こちらは、大野市が市⺠に対して行った、ボランティア活動に対するアン
ケートの結果です。グラフから分かるように「活動をしたことがない」
「興味がある」という人が多くいることが分かりました。
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（発言内容）
次に、ボランティア活動に参加する条件として、「一緒に活動する仲間が
いること」が多いことが分かりました。このことから、このカフェはボラ
ンティアに参加する仲間づくりの場になり、ボランティアの輪が広がるこ
とが期待されます。
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（発言内容）
メリットの三つ目は、「手話の認知」です。
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（発言内容）
このカフェでは、手話イベントや、９月23日にある手話言語の国際デー関
連のイベント、子どもの職業体験をすることで、相互理解、そして、大野
市に新しい話題をもたらすことができます。
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（発言内容）
このカフェから、性別、年齢、障がい、文化など、人材が持つ多様な個性
を活かして価値を生み出す「ダイバーシティ」の実現を目指します。
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（発言内容）
先行事例として、国内初の手話を使ったスターバックス「サイニングスト
ア」があります。
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（発言内容）
こちらが、サイニングストアの口コミです。まず、総合評価が4.5ととて
も高いことが分かります。他にも「言葉よりもコミュニケーションをして
いる気がする」「手話を学ぶきっかけになった」など、肯定的な意見が多
くありました。
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（発言内容）
このカフェを通じて、共生社会の実現をすることで、大野市が誰もが住み
やすいまちになり、障害者雇用に新しい風を吹かせることができます。

27



（発言内容）
私は、誰もが平等に分け隔てなく暮らしていける共生社会の実現の第一歩
として、この「手話カフェ」を提案します。
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（発言内容）
これで発表を終わります。ご清聴ありがとうございました。
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